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審査過程 2026年度

• 6月  1日(月) 公募開始
• 7月  5日(日) エントリー（事前申請）締切
• 7月12日(日) 応募締切
• 7月20日(月) 書類審査 採否通知
• 7月25日(土) 面接審査
• 7月27日(月) 採択通知
• 7月30日(木) 不採択通知
• 8月11日(火・祝) 不採択コメント送付
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応募・審査 概要

エントリー 応募 採択

72人 45件 

59人 

10件 

14人 
• 1人から2件応募があった。
重複して2人・2件としてカウントしている。

• 重複カウントはなし。
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倍率 4.5倍歩留まり 62.5%
• 高くない



採択プロジェクト・クリエータ
• 奥谷 大地, 鈴木 盛之 (三林PM)

– QUMO: スケーラブルな双方向通信を実現す
るコンテンツ配信ネットワーク

• 徳永 優人, 古川 柾斗 (谷口PM)
– 判例を一般の人にも読み解く支援を総合的に

行う、判例プラットフォーム開発
• 山本 理雄眞 (首藤PM)

– ソフトウェア品質特性を目的関数とするAIモ
デル適応型ハーネス基盤の開発

• 古賀 荘翠 (石丸PM)
– 飛翔するシャボン玉を用いた死角可視化装置

「シャボン・アイ」の開発
• 仮山 史織, 西尾 春輝 (谷口PM)

– 生活を経験・記憶して育つ携帯型AIペット

• 藤原 和真 (三林PM)
– スマホ×万華鏡×複屈折で実現する「時・空・波」

高分解能ハイパースペクトルカメラ
• 中村 凌 (平井PM)

– 肉眼で見ながら撮れるスマホ用視覚連動グリップの
開発

• 設楽 朗人 (松岡PM)
– インプロセスでのゼロコピー通信を実現する言語非

依存 Web ゲートウェイプロトコル「NSGI」の開発
• 片岡 昴晴 (平井PM)

– 視線履歴から人と空間の関係を育てる空間インター
フェースの開発

• 高柳 慶太郎, 西見 優輝 (松岡PM)
– 個性的な日本語フォントを実用可能な規模まで補完

するフォント制作支援ソフトウェア
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72人 45件 

59人 

エントリー 応募 採択

10件 

14人 

滋賀 2

京都 27

和歌山 2
不明 2

大阪 21

奈良 12

兵庫 6

京都 18

大阪 14

奈良 6

兵庫 4
和歌山 2 滋賀 1

京都 3.5

大阪 2.5

奈良 2

兵庫 1

和歌山 1

京都 24

大阪 21

奈良 7

兵庫 4
和歌山 2 滋賀 1

京都 6

大阪 4

奈良 2

兵庫 1
和歌山 1

• 立命館大学 情報理工学部からの応募は、2024/4
のキャンパス移転前なら、大阪ではなくて滋賀に
分類されただろう。

注
• 都道府県は、所属先の所在地
• 近畿大（大阪）と京産大（京都）の2人チームは、
応募では大阪1件としてカウント、採択では特別
扱いをして大阪0.5件 + 京都 0.5件としてカウント

応募者属性：地域 4 / 7



72人 45件 

59人 

エントリー 応募 採択

10件 

14人 

• 応募→採択で、学部生はシェアを下げた。
大学院生、高専生・高校生はシェアを上げた。

注
• 件数は、代表者の所属先種類をカウント
• 「大学 研究生」は、学部卒だが大学院入学前
• 大学院生のうち少なくとも1名は社会人大学生

応募者属性：所属先の種類

大学院生
30

大学院生
16 大学院生

5

大学院生
23

大学院生
7

大学 研究生
1

大学 学部生
2

高専生 1

高校生 1

大学 研究生
1

大学 学部生
4

高専生 1
高校生 1

大学 研究生 1

大学 学部生
25

専修学校生 1
高専生 1 高校生

5

大学 学部生
19

大学 研究生 1

専修学校生 1
高専生 2 高校生

5

大学 学部生
25

専修学校生 2
高専生 3

高校生
8

大学 研究生 1
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社会人 3 社会人 1

社会人 2



所属先の種類の数（応募元の多様性）

エントリー 応募 採択

25 21 7 
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注
• フリーランス、個人事業主はカウントせず。

京都大学 5人
大阪大学 3人
奈良先端 2人
近畿大学 1人
京都産業大学 1人
和歌山高専 1人
灘高等学校 1人

組織 組織 組織



45件 

応募 採択

10件 

• 1人プロジェクトが最も多かった。
3人プロジェクトはわずか 1件、4人以上のプロジェ
クトはなかった。

• 応募→採択で、1人プロジェクトはシェアを下げた。
2人プロジェクトはシェアを上げた。
しかし、依然、1人プロジェクトの方が多い。

チームの人数

1人
32件

2人
12件
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3人 1件

1人
6件

2人
4件
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